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新
年
度
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        

 
 
 
 
 

校
長 

加
藤 

守
松 

春
光
う
ら
ら
か
な
季
節
を
迎
え
、
花
吹
雪

が
舞
う
四
月
八
日
平
成
三
十
一
年
度
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
部
十
五
名
、
中

学
部
二
十
七
名
、
高
等
部
六
十
名
併
せ
て
百

二
名
が
新
し
く
本
校
の
児
童
生
徒
と
し
て

仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
各
部
併
せ
て
六
十
九

学
級
、
全
校
幼
児
児
童
生
徒
三
百
十
二
名
で

新
た
な
出
発
で
す
。 

今
年
は
、
瀬
戸
つ
ば
き
特
別
支
援
学
校
が

開
校
し
、
幼
児
児
童
生
徒
が
約
百
四
十
名
、

教
職
員
も
約
三
十
五
名
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
全
校
幼
児
児
童
生
徒
と
教
職
員
が
参
加

し
た
始
業
式
で
は
、
今
ま
で
と
違
い
体
育
館 

       

が
少
し
だ
け
広
く
余
裕
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。 さ

て
、
本
校
は
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
、

愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
条
例
に
よ

り
、
知
的
障
害
児
の
た
め
の
養
護
学
校
と
し

て
開
校
し
、
今
年
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
昨

年
度
一
月
に
は
、
「
ピ
エ
ロ
の
ス
ー
パ
ー
サ

ー
カ
ス
鑑
賞
会
」
を
全
校
幼
児
児
童
生
徒
で

楽
し
み
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
運
動
会
で
新

し
い
優
勝
旗
の
披
露
、
春
陽
ま
つ
り
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
の
記
念
式
典
、
記
念
誌
の
発
行
、

記
念
品
の
配
付
な
ど
の
様
々
な
事
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

五
十
年
を
越
え
た
古
い
学
校
で
は
あ
り

ま
す
が
、
瑞
々
し
い
情
熱
を
も
ち
な
が
ら
教

職
員
一
同
、
幼
児
児
童
生
徒
の
成
長
を
実
現

す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
一
年
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、

保
護
者
の
皆
様
、
関
係
の
方
々
に
は
本
校
の

教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

退
職
者
紹
介 

土
橋
圭
子 

武
藤
恵
一 

志
水
千
里 

 

 

転
出
者
紹
介 

森
本
貴
之 

小
櫻
康
孝 

加
納
智
子 

畠
山 

豊 

藤
澤
有
佑 

永
井
太
一 

小
木
曽
紋
子 

丸
谷
の
ぞ
み 

森 

教
子 

山
内
智
代 

伊
藤
由
紀
子 

田
中
恵
子 

品
川
健
一
郎 

 

中
平
梨
詠 

谷
坂
明
志 

横
山
さ
や
か 

三
枝
雅
直 

矢
野
杏
子 

佐
々
木
珠
美 

竹
内
久
絵 

村
手
祐
介 

村
中
健
太 

加
納
健
介 

井
田
亮
平 

大
脇
綾
乃 

金
子 

綾 

藤
村
秀
一 

長
谷
川
キ
リ
エ 

木
下
智
子 

（
瀬
戸
つ
ば
き
特
別
支
援
学
校
へ
） 

森 

洋
人
（
三
好
特
別
支
援
学
校
へ
） 

匹
田
和
美 

佐
野
文
美 

（
佐
織
特
別
支
援
学
校
へ
） 

吉
本
花
木
（
千
種
聾
学
校
へ
） 

生
越
陽
子
（
半
田
特
別
支
援
学
校
へ
） 

竹
内
朝
子
（
小
牧
特
別
支
援
学
校
へ
） 

岩
田
哲
也 

(

江
南
市
立
古
知
野
南
小
学
校
へ) 

池
山
耕
平
（
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
へ
） 

乾 
孝
史
（
一
宮
市
立
萩
原
中
学
校
へ
） 

山
田
瑛
己 

（
春
日
井
高
等
特
別
支
援
学
校
へ
） 

髙
橋
舞
子
（
豊
川
特
別
支
援
学
校
へ
） 

水
谷
祐
理
子
（
名
古
屋
盲
学
校
へ
） 

外
城
美
紗
子
（
春
日
井
高
等
学
校
へ
） 

有
田
裕
紀
（
総
務
局
市
町
村
課
へ
） 

小
林
紀
彦 

（
瀬
戸
つ
ば
き
特
別
支
援
学
校
校
長
） 

吉
田 

聡
（
愛
知
商
業
高
等
学
校
へ
） 

 

任
期
満
了
者 

山
本
尚
三 

上
林
佳
太 

（
春
日
井
高
等
特
別
支
援
学
校
へ
） 

小
島
康
裕 

稲
垣
不
二
子 

東
原
和
稀 

（
瀬
戸
つ
ば
き
特
別
支
援
学
校
へ
） 

尾
上 

豪 

浅
野
麻
衣 

土
屋
雅
彦 

（
小
牧
特
別
支
援
学
校
へ
） 

幸
野
愛 

迫
田
雅
人 

加
納
多
映
子 

猪
俣
誠
也
（
黄
柳
野
高
等
学
校
へ
） 

吉
田
周
平
（
可
児
市
立
中
部
中
学
校
へ
） 

西
浦
光
拓
（
愛
知
教
育
大
学
特
別
支
援
教 

育
特
別
専
攻
科
学
生
へ
） 

舩
越
瑞
穂
（
北
名
古
屋
市
学
び
支
援
員
） 

 

転
入
者
紹
介 

境 

圭
介 

（
春
日
井
高
等
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

関
口
恵
美 

（
い
な
ざ
わ
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

金
子
雅
裕 

（
瀬
戸
市
立
本
山
中
学
校
か
ら
） 

北
川
健
也
（
豊
橋
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

鈴
木
麻
衣
子 

（
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

堀
田 

藍 

（
岩
倉
市
立
岩
倉
南
小
学
校
か
ら
） 
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橋
部
直
美
（
千
種
聾
学
校
か
ら
） 

渡
邊
美
香
子 

（
城
北
つ
ば
さ
高
等
学
校
か
ら
） 

 

新
規
採
用
者
紹
介 

早
川
未
紗 
栗
田
翔
平 

片
岡
美
音 

髙
木
穂
香 

吉
田 
創 

池
田
真
悠
子 

松
浦 

翼 

川
悦
子 
橋
尾
博
光 

中
井
聡
子 

澤
山
聖
司 
船
津
浩
子 

加
藤
夏
輝 

重
盛
将
之 

落
合
智
一 

里
中
富
夫 

 

新
入
生
を
紹
介
し
ま
す
！ 

   

桜
の
花
び
ら
舞
う
中
、
今
年
も
小
学
部
一

年
生
に
十
四
名
の
元
気
な
新
入
生
が
入
学

し
ま
し
た
。
み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
い

っ
ぱ
い
で
、
学
校
で
の
初
め
て
の
活
動
に
、

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
ね
！ 

  

 

今
年
も
暖
か
な
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、

中
学
部
に
二
十
五
名
が
元
気
に
入
学
し

ま
し
た
。
新
し
く
始
ま
る
作
業
学
習
や
ゆ

り
の
木
サ
ー
ク
ル
、
野
外
活
動
な
ど
楽
し

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
経
験
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
成

長
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

  

今
年
は
六
十
名
の
新
入
生
が
入
学
し
ま

し
た
。
入
学
当
初
に
比
べ
る
と
緊
張
が
ほ
ぐ

れ
、
友
達
や
教
師
と
の
関
わ
り
を
楽
し
む
場

面
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
等
部
の
生
活
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
挑
戦
し
、
「
で
き
る
」
と
い
う
自
信
を
高

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

           

  

こ
ば
と
・中
央 

 

今
年
度
か
ら
こ
ば
と
・
中
央
学
級
教
室
は
、

愛
知
県
医
療
療
育
総
合
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
リ
ハ
ビ
リ
棟
二
階
に
移
転
し
ま
し
た
。
新

し
い
教
室
に
小
学
部
一
年
生
が
入
学
し
、
こ

ば
と
が
三
学
級
、
中
央
が
三
学
級
の
計
六
学

級
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
病
棟
内
で
学
習

す
る
児
童
は
四
名
に
な
り
、
き
れ
い
な
病
棟

で
の
授
業
に
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。 

心
療
科 

 

昨
年
度
で
き
た
け
や
き
（
心
療
科
）
学
級

が
、
愛
知
県
医
療
療
育
総
合
セ
ン
タ
ー
中
央

病
院
内
に
病
棟
が
移
転
し
た
こ
と
に
伴
い
、

学
級
数
が
倍
に
な
り
小
中
学
部
併
せ
て
十

学
級
に
な
り
ま
し
た
。
旧
機
能
訓
練
セ
ン
タ

ー
の
二
・
三
階
に
教
室
が
あ
り
ま
す
。 

  

  

空
調
工
事
完
了
し
ま
し
た 

 

昨
年
度
夏
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
夏
も
冬
も
エ

ア
コ
ン
で
温
度
調
整
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
工
事
期
間
中
は
大
変
御
迷
惑
を

お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
平
成
三
十
一
年
三
月
か
ら
は
、
県

医
療
療
育
総
合
セ
ン
タ
ー
開
所
と
と
も
に
、

本
校
は
愛
知
県
教
育
委
員
会
に
移
管
さ
れ

ま
し
た
。
別
の
組
織
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
も
こ
れ
ま
で
培
っ
た
連
携
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
今
年
度
も
、
本
校
で
一
番
古
い
管

理
棟
の
大
規
模
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
図
書
室
や
パ
ソ
コ
ン
室
、
保
健
室
等

の
改
修
を
し
ま
す
。
夏
休
み
頃
か
ら
、
ま
た

御
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

       

１学期主な行事 

５月 

9 日（木）～15 日（水） 

      個別の懇談週間 

10 日（金）高２ 進路説明会  

25 日（土）運動会 

27 日（月）振替休業日 

29 日（水）運動会予備日 

６月 

3 日（月）～７月 18 日（木） 

水泳学習 

10 日（月）～14 日（金） 

高 1・2 前期校内実習 

10 日（月）～21 日（金） 

高３ 産業現場等における

実習 

11 日（火）中 3 産業現場等に 

おける実習説明会 

27 日（木）～28 日（金） 

中 1・2 野外活動 

７月 

1 日（月）～5 日（金） 

   中 3 産業現場等における

実習 

4 日（木）～5 日（金） 

   高１ 宿泊学習 

8 日（月）授業参観 

高１ 進路説明会 

高等部 進路講話会 

19 日（金）１学期終業式 

お
知
ら
せ 

中
学
部 

高
等
部 

施
設
内
教
育
か
ら
の
お
知
ら
せ 

小
学
部 

http://www.haruhidai-sh.aichi-c.ed.jp/

